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	応用
	抗原情報
	背景
	アデノシンA2a受容体(ADORA2A) Homo sapiens この遺伝子は、クラスとサブタイプに細分されるグアニンヌクレオチド結合タンパク質(Gタンパク質)共役受容体(GPCR)スーパーファミリーのメンバーをコードしています。この受容体は7回膜貫通型のタンパク質で、細胞外からの刺激に反応して細胞内シグナル伝達経路を活性化します。このタンパク質はA2Aサブタイプのアデノシン受容体であり、アデノシンを優先的な内因性アゴニストとして使用し、Gタンパク質のG(s)およびG(olf)ファミリーと優先的に相互作用して細胞内cAMPレベルを上昇させます。これは、心調律と循環、脳と腎臓の血流、免疫機能、疼痛調節、睡眠など、多くの生物学的機能に重要な役割を果たしています。炎症性疾患や神経変性疾患などの病態生理学的状態に関係していることが示されています。選択的スプライシングによって、複数の転写バリアントが生じます。リードスルー転写産物 構成：アデノシン受容体。この受容体の活性は、アデニル酸シクラーゼを活性化するGタンパク質によって媒介される。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,
	研究分野
	カルシウム;神経活性リガンド-受容体相互作用;血管平滑筋収縮;
	画像データ
	

	ADORA2A抗体を用いたCOS7細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ADORA2A抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ADORA2A抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはADORA2Aペプチドでブロッキングされている。
	

	ADORA2A抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右レーンはADORA2Aペプチドでブロッキングされている。
	

	ADORA2A抗体の免疫蛍光染色。右レーンはADORA2Aペプチドでブロッキングされている。
	

	ADORA2A 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

